














1理 学 部 の 理 念
:対外的意義 ・・当時理学部を持つ私 大は東京理科大学と立教大学のみであっ彪 この状況において神大が理学部を持つこと






に向かっているが こ見えるのである。もう一度、原 点にもどり、夢を持ちたいものと思 う。ともあれ、発足時の原点の状況を
ここで振 り返ってみよう。
学 部 の 構 成:








のメンバーが自分の専門を保持 し、確 立することとは別である。各個人が研究者 として立派に立っべきことは言 うまでもない。
ただし、そこでなお、皆が、学部メンバーとして、学部全体の運営に心を向けてほしいと要望されるのである。
具 体 化
このことの実際化が、 「教育のカ リキュラム」の作成作業の共同化と、 「専門基礎1の 設定である。具体的には、横断的な
連絡の上で理学部の三学科のカ リキュラム作 りをし、また、卒業生全員が、数学、物理学に強く、また情報基盤の教育を受け
ていることを標傍した。この専門基礎の上に各学科の専門課程が出来ることを意図したわけである。この考えは時代を先導す
るものであったと思 うし、今、社会から求められている高等教育であると思 う。外国の大学も今それを目指 しているし、わが
国でも多くの大学がこの線を歩んで専門基礎の充実を唱っている。ただし、どこも旧来の立て割 りの意識の教員で実効がなか
なか上がらぬようである。
我々の場合には、強力な数学 と物理の専門基礎が実現 し、また情報教育の充実があった。例えば、倉殻 の初年次に100台 、

























学 部 の 二 層 構 造
大学の活動には、undergraduateとgraduate、 つまり、学部と大学院の二つのレベルの活動の併
存が必要である。ところが、新設学部 ま、逐年、年次進行でそれがおぼつかない。それで、我々は、学部発足と同時に研究所






えたからである。この名称は現在、総合理学研究所と改称されているが、この名前は創設のときの考えとは少 し違 う感 じであ
る。
さてこれから本論,




ただし、地味だが全国 トップの実績はいくつもあるのである。例えば 先に述べた、端末を整備し、画期的な レベルの教育
を実施 した専門基礎の教育である。さらに、発足2年 の時点で、情報学科の専門課程が ワ0ク ステーション100台 で教育を
進めたことなどは、当時のわが国の高等教育では抜群のレベルのことであった。筆者はここで退任したが、その成果は確実に






外的に神大を売 り出す機会を失 して しまったわけで残念な次第であった。
ただし、これらの経過は、無形ではあるが十分評価されていたことである。それは、例えばっぎのような事があげられる。
国内他大学へのインパクト:我 々の理学部の倉椴 の企画は、その後に相いついだ他の私立大学の理学系の学部学科備1殿 の
先導とな り、影響を及ぼしたと事実思われ る。とくに研究所を同時に併設 し、またそれが企画する研修フオー ラムは有益な社













内 容:設 備は神大平塚キヤンパス情報施設を用い、テキス トは、現在、大学が学生用に編集したテキス トを手直しする。
これは、神奈川県、ないし、平塚市の教育行政の一助にもなろう。 したがって、県や市の協賛ない し公式の共同事業の形をと
ることも可能 となろ う。
説 明:現 在、平塚キヤンパスが持つ計算機端末、ワ0ク ステ0シ ョン、などの設備は200な いし300人 の実習に耐え
































として残 してしまった。幸い本学には宮陵会がある。このあた りが主体になって、大学と県、市 とで協力して、神大の次代の
活動面を展開出来たらよいと思 う。
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